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シームレスな対人支援に基づく人間科学の創成」

プロジェクトリーダー：総合心理学部教授 矢藤優子

グループ１

科学的根拠に基づく
 子育て支援

グループ２

神経科学・生理学手法
による「教授－学習」
研究

グループ３

ライフに接近する
質的研究法による

キャリア発達

グループ４

地域主体の健康作り
   と日本社会価値の

国際比較研究

グループ５

シニアライフ支援とコミュ
ニティダイバーシティ促進
に関するエビデンス創出

QOL標指



「いばらきコホート」調査
－科学的根拠に基づく子育て支援のための学融的研究－

〈目的〉
胎児期から幼児期（6歳）までを継時的に

調査し，子どもの育ちと養育者の子育てを
客観的に捉え，それらに影響を与える社
会的・物理的環境要因を解明する

胎児期 乳児期 幼児期 児童期

茨木市こども健康センターとの連携

• 協力者の募集（母子手帳発行の際に、チラシを配布）

• 緊急支援が必要な場合、茨木市の支援機関等の紹介



「いばらきコホート」調査
－科学的根拠に基づく子育て支援のための学融的研究－

• 質問紙による親子の心身健康に関する調査

• 行動観察による親子の社会的関係性評価

• 生理指標を用いた調査（唾液中のコルチゾール、オキシトシン）

--------------------------------------------------------------------------------------

• 妊娠期・育児期女性のキャリア展望に関するインタビュー調査

＜妊娠期からはじまる縦断研究＞

量的研究

質的研究



5月13日

初期登録 245

妊娠14w＋基本情報 194

妊娠25w 139

妊娠32w 128

出産報告 90

産後1m+基本情報 89

産後3m 81

産後6m 80

産後9m 62

産後12m 54

産後18ｍ 29

産後24m 7

脱落者 101



調査スケジュール

対象 調査項目 尺度 14w 25w 32w 1m 3m 6m 9m 12m 18m 2y 3y 4y 5y 6y

子ども 気質 月齢により変更 IBQ-37 IBQ-37 IBQ-37 IBQ-37 ECBQ-36 ECBQ-36 CBQ-36 CBQ-36 psTCI-84

基本情報 フェイス項目

気質 ATQ-77 〇 〇

うつ PHQ-9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

育児環境 ICCE 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

被養育方式 PBI-25 〇 〇 〇

養育態度 PBI-11 〇 〇

育児ストレス 簡易版育児ストレス尺度 〇
生活の質(QOL) 妊産婦用QOL 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

インタビュー 半構造化面接

唾液調査 コルチゾール/オキシトシン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

参加登録時に回答

〇

母親





結果１：産前14w-産前25w-産後1m-産後3m（全体平均値比較）
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結果２：産前14w-産前25w-産後1m-産後3m

QOL
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各
時
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の
相
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各時期の間に有意な相関があった。

ある程度の安定性が見られたから、環境の一貫性以外に、個人内要因による安定性？
⇒個人の気質・性格についても検討



結果３：母親のpersonalityと妊娠期14wにおけるQOL/PHQとの関連

主観的well-beingは個人の気質・性格特性と有意な相関がみられた

ambitious PS_Total responsibility

self-

acceptance empathy helpfulness

QOL -.228 -.156 .316
*

.351
** -.168 -.142

PHQ
.311

*
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*
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fear sadness discomfort

QOL -.305
**
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**
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**
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PHQ 0.162 .256
*

.305
** -0.108 -.402
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TCI気質・性格

ATQ気質特性

Negative Affect
attentioanl

control

positive

affect

associative

sensitivity

Persistence Self-Directedness Cooperativeness

自己受容

否定的感情

肯定的感情

連想的敏感性



表1 抑うつの時期と人数

14w 25w 1m 3m 6m 9m 12m 18m 2y 3y

データ数 153 158 84 120 127 123 117 105 74 40

人数(人) 32 17 6 7 9 8 8 8 9 7

割合(%) 20.9 10.8 7.1 5.8 7.1 6.5 6.8 7.6 12.2 17.5

いばらきコホートにおける周産期うつの状況について

妊娠期 育児期 継続して

31 25 10

表2 月齢ごとの抑うつの人数と割合



コロナ禍の影響について



いばらきコホート協力者（約250名）および茨木市
に在住する0－6歳児を持つ母親を対象とした
コロナ禍におけるニーズ・困りごと調査を実施

茨木市在住の妊産婦を対象として、COVID-19の感染拡大によって
妊娠や育児を取り巻く環境がどのように変化したのか実態把握を
行った。

①家族の基本情報・慢性疾患・ワクチン接種状況 ②親子のQOL
（WHO5/WHOQOL-BREF）③コロナに関する情報の収集方法・信
憑性 ④コロナ感染拡大に伴う生活の変化（子どもへのかかわり，
家庭内の問題などを含む）



調査時期・対象者数

• 2020年9月（116名）

• 2021年2月（112名）

• 2021年6月（104名）

• 2022年１月（467名）

• 2022年8月（ 91名）

2021年度 いばらき×大学連携共同研究提案

「withコロナ時代における子育て世帯の実態・ニーズ調査と支
援の充実―茨木市をさらに子育ての街に」

蔓延防止等重点措置期間に茨木市との共同研究として実施

立命館ｚｏｏｍで子育てフォーラム＆カフェ
（2021/2/26）



1位「家族の間に，

トラブルが多くなっ
た」

2位「子どもが家で
勉強できなかった」

感染拡大初期である2020年4-5月の自粛期間に実施した調査では，

「親戚や友人と会えなかった」（91.03%），

「普段の外出ができなかった」（75.64%），

「子どもが外で遊べなかった」（57.69%） が多かった（孫他，2021）。

☛ほぼ2年経過した本研究の調査では，度重なる自粛要請のもとで困りごとの質が変化

「外出できないストレス」から「在宅によるストレス」へ



コロナの影響による関わりの変化

（１）コロナの影響で，あなた自身のお子さんに対する
行動に変化を感じましたか？

→「変化した」と回答した母親は147名（31.42%）



（２）コロナの影響で「増えた」行動は？

叱る（55.78%）
遊ぶ（53.74%）
怒る（44.90%）
子どもの話を聞く（44.22%）
スキンシップ（41.50%）

絵本を読む（29.93%）話し合う（27.89%），ほめる（24.49%），どなる
（16.33%），ひどいことを言う（10.20%），脅す（3.40%），たたく（2.72%）

否定的‐肯定的
どちらの関わりも増加



QOL低群と高群に分けて比較

「叱る」
「怒る」
「ひどいことを言う」

QOL高群＜QOL低群
（順にχ2(1)= 8.18, 6.83, 11.59, いずれもp 
< .01）

関わりの変化と母親のQOLの関連



家庭経済状況は養育者のQOLを
介して、コロナ禍の困り事に間
接的な影響を与えることが示唆

複数の子どもを持つ家庭に対し
て、育児生活の困り事に対する
支援の必要性が高い。



https://www.jstage.jst.go.jp/article/asiajapan/6/0/6_51/_pdf/-
char/ja

https://www.jstage.jst.go.jp/article/asiajapan/6/0/6_51/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/asiajapan/6/0/6_51/_pdf/-char/ja


研究成果の還元
早期発見・早期介

入の協力立命館大学
矢藤PJ

茨木市民
乳幼児とそ
の養育者・

保育者研究成果の還元
早期発見・早期介

入

研究支援・共同企
画

茨木市
こども健康
センター
（子育て世
代包括支援
センター）

行政機関との連携による
子育て支援システムの構築

研究協力

行政サービス・子
育て支援



コロナ禍での子育てのヒント
https://www.kao.co.jp/lifei/column/60/

https://www.kao.co.jp/lifei/column/60/


イヤイヤ期について



育児支援情報による適切なサポートが、親の育児負荷低
減の一助になることを確認
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/news/2021/pdf/20211008-
001-01-01.pdf

https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/news/2021/pdf/20211008-001-01-01.pdf
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/news/2021/pdf/20211008-001-01-01.pdf


育児に関するセミナーを受講することで，子どもへの接し方
の改善，ストレスの抑制が見られた。



おもなセミナーの内容

•子どもの認知・社会性発達の特徴

•子どもの認知・社会性発達の特徴を考慮したかか
わり方のヒント

•養育者の自己肯定感を高めるアドバイス



少子化が進むアジア諸国における科学的根拠に基づく女性の育児・
就労支援システムの構築

発達心理学
社会心理学

臨床的支援

日本調査チーム
主導：矢藤・サトウ
調査補助：廣瀬・

木村

中国調査チーム
主導：孫（若手）
海外実施：童・連

中国臨床チーム
主導：吉・矢藤
補助：陶・呉・陳

日本臨床チーム
主導：吉・安田
補助：田島・三品

アジアの就労女性の産後復帰の実態および早期育児支援，養育スタイルのあり方に関する調査
手法：質問紙調査  ＋ インタビュー調査 ＋ 行動観察

     （各国300家庭） （各国20家庭） （各国30家庭）
※日中韓は2021-2023年の間に調査が完了したデータをもとに分析・論文化を進める。

臨床支援の開発・実践（1，２年目：日中韓 3年目：東南アジア）
手法：質的面接TEM ⇒ 働く母親の心のケア 子育てエンパワーメントプログラム/サマーキャンプ

かかわり指標・動的家族画 ⇒ 家族関係・養育環境の改善

協力機関 連携保育園・幼稚園・子ども保健センター・病院
海外大学・海外の婦幼保健所・海外の連携保育園

連
合

韓国調査チーム
主導：パク
海外実施：崔・

李・ト

韓国臨床チーム
主導：安田・矢藤
補助：パク・ジョン

総括
（矢藤）

中国 日本 韓国 東南アジア

インドネシア
調査チーム
主導：サトウ
調査協力：Ananta 
Yudiarso 准教授

タイ調査チーム
主導：矢藤・孫
調査協力：
Khayankij准教授
Chinsangthip

シンガポール
調査チーム
主導：矢藤・吉
調査協力：Li Li

マレーシア
調査チーム
主導：吉・矢藤
調査協力：Tan 
Joo-Siang准教授

東南アジア臨床チーム
主導：吉・矢藤
補助：Tan・呉・陶



Decline in birth rates

Low status of women



ご清聴ありがとうございました。
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